
平成 26年度事業報告

1 団体の管理・運営

(1)会員数 (平成 27年 3月 末現在 )

。正会員 :45団体

・賛助会員 (団体):139団 体 (120団体、 19市町)

・賛助会員 (個 人):191名
(2)会議の開催

① 総会

。第 42回  平成 26年 6月 25日  25年度事業報告・収支決算、役員の変更

。第 43回  平成 26年 8月  1日 役員の変更

。第 44回  平成 27年 3月 31日 役員任期の変更

② 理事会

・第 45回  平成 26年 6月 11日  25年度事業報告・収支決算、役員の変更

・第 46回 平成 26年 6月 25日 役員 (会長)の選任

・第 47回 平成 26年 7月 18日  役員の変更

・第 48回  平成 26年 11月 20日  夕日寺健民自然園管理運営事業の実施について

。第 49回  平成 27年 2月 28日  27年度当初予算 (暫定)、 役員の任期について

。第 50回 平成 27年 3月 30日  27年度事業計画 P予算、資金調達の見込み、

26年度予算の補正

2 環境情報の提供

(1)イ ンターネ ッ トホームページ (URL:wwwoecO‐ partneronet)に よる情報提供

・県民会議の活動、県内外の環境情報などを発信 した。

*ホームページ閲覧実績

年間  14, 807回  (41回 /日 )

・環境情報メールマガジン (県 民エコステーシ ョン NEWS)の 発行 (月 2回程度 )

*配信先数 :486団 体・個人 (平成 27年 3月 末現在 )

(2)機関報 E‐GAIA(イ ーガイア)の発行

・発行部数 :3! 000部 (年 3回 各 1,000部 )

・配布先 :会員、教育機関、公的機関等

(3)会員情報誌 「えこナ ビ」の発行

。発行部数 :1, 200部 (年 1回 )

・配布先 :会員、教育機関、公的機関等



(4)「県民エコステーション」における情報提供 (活動 。イベン ト案内、会員情報等)

(5)環境ライブラリーとして、図書、ビデオテープ、パネル等の整備・貸出

・図書等整備状況 (平成 27年 3月 末現在 )

図書 1, 775冊、DVD。 ビデオ402本 、パネル 55枚
・貸出状況  図書   29冊 、DVD。 ビデオ 18本 、パネル 5枚

3 地球温暖化防止対策の推進

(1)い しかわ環境フェア 2014の 開催

。開 催 日 :平成 26年 8月 23日 (土 )・ 24日 (日 )

。開催場所 :石川県産業展示館 4号館

・い しかわ近未来の環境技術展

い しかわの里山里海展    を同時開催

。参力日者数 : 25, 200人   (1 日目  10,500人  2日 目  14,700ン人.)

・出展団体 :172団 体 (企業、行政、学校、民間環境団体等 )

。内  容

○テーマ

スマー トコミュニティとエコな くらし

～美 しい環境 を未来の世代へ～

O企業・団体出展 コーナー

リサイクル、C02削減等の環境活動の取 り組みや、関連企画の展示・紹介など

○環境科学実験 。体験 。工作コーナー

自然素材 を活か した小物づ くり、段ボールエ作広場など

○ステージ

エコデザイン賞公開プ レゼンテーシ ョン、半井小絵氏講演、

フライブル ク市前環境局長デ ィーター・ ヴェルナー博士講演など

○その他

環境月間・愛鳥週間ポスターの展示・表彰

○ い しかわ近未来の環境技術展

最新エコカーの展示・試乗、ジオラマによるスマー トコミュニティの紹介、

い しかわの環境技術の紹介 と創エネ体験

○い しかわの里山里海展

里山の恵みを活用 した各種体験 。工作、里山里海の生き物たちとのふれ合い、

ジビエの紹介、試食など



(2)い しかわクールシェアの推進

夏季期間中、家庭のエアコンを消して、公共施設や商業施設などの冷房空調を

共有することにより、家庭における消費電力を削減する 「クールシェア」の取 り

組みを推進 した。

・クールシェアスポットの募集・登録

・広報チラシ・マップ等印刷物の作成配布

・スタンプラリー企画の実施

。普及啓発イベン トの開催 (7月 1日  金沢市内)

(3)省エネ・節電アクションプランの推進

従来の環境 ISOの取組項 目に加えて、毬エネ・節電効果の高い取組項 目を追加選

択のうえ、アクションプランとしてステップアップした 「いしかわ版環境 ISO」

の取組み数の拡大を図つた。

・学校 。事業所等への周知

・相談窓日の設置 (専任相談員による相談 :週 1回 )

(4)エ コギフ トによる温暖化防止活動今の支援

。内容 :い しかわ学校版・地域版環境 ISOで認定された学校や公民館等を対象に、

取組の評価を行い、優秀な取組に対 しエコギフ ト (エ コ賞品)を贈呈した。

・贈呈 :学校 4校、地域 (公民館等)3地域

(5)い しかわエコチケットによる温暖化防止活動への支援

。内容 :い しかわ家庭版環境 ISO登録者を対象に、省エネなどエコ活動等に応 じて

エコチケットを交付 し、家庭におけるエコ活動等の普及拡大を図つた。

・交付実績 :3, 619, 056ポ イン ト

(6)い しかわ事業者版環境 ISOの運営

。内容 石川県独 自の簡易な環境マネジメン トシステムであるいしかわ事業者版環

境 ISOに係る審査・指導

・申請件数 (更新含む):287件 (累 計申請件数 :1, 767件 )

(7)エ コクッキングの実践活動

・内容 :地元の食材 を使用 し、調理器具や調理方法など環境への負担を少なくす る

ことを
~夫

践 しなが ら学んだ。

・回数 :2回 (金沢市、能登町)、 参加者延べ 40人



(8)地域で活動する NPO支援・連携促進事業

・内容 :NPOが参画する共同事業体 (コ ンソーシアム)を構築 し、温室効果ガスの

削減がより明確で地域の特色を活か した取 り組みを実施 した。

。参画団体 NPO法 人市民環境プロジェク ト

・実施地区 :金沢市

。実施内容 :木質ペ レン トス ト~ブの普及及び地元産木質ペ レッ ト利用を実

施 した。

(9)地球温暖化防止活動基盤形成事業

・内容 :広 く県民に対 し、地球温暖化対策の情報提供のため、県から委口属された地

球温暖化防止活動推進員のさらなる資質向上を目的に研修を開催 した。

所修会を実施

]・ 七尾市、1月 21日 ・金沢市)

(10)企業エコ化促進事業

・内容 :県内中小企業等を対象に、地球温暖化封策や生物多様性の保全など環境姑

策を、制約でなくビジネスチャンスと捉える企業マイン ドの醸成を図つた。

・いしかわエコデザイン賞のブラン ド化業務

公開プレゼンテーション等、賞の企画運営 。実施、受賞者支援 。広報

(11)エコファミリー倍増プロジェク ト推進事業

。内容 :平成 32年度までにエコファミリーを 40,000世帯とする目標の達成を図る

ため、エコファミリーの申込ができ、また各家庭で行つている環境保全の

取組を情報発信する「いしかわエコライフ応援サイ ト」の製作を行った。

(12)C02削 減活動支援事業

。内容 :二酸化炭素の吸収源 となる森林を整備する活動を行 う団体を社会全体で支

える制度 を創設 し、森林整備活動の拡大を図るため、協賛企業が自社の商

品等に貼付できるロゴマークの作成や制度広報、協賛金の受け入れを行つ

・リゴマークの作成

・広報活動 (ト ークイベン ト開催、ポスター製作、HPに よる情報発信 )

・資金管理業務 (協賛金受け入れ 9社  45万 円)

た
。
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4 普及啓発活動の実施

(1)い しかわエコハウスの見学者への案内 。普及

。いしかわエコハウスでの快適環境の体験

。最新機器の展示や展示物を活用 した研修会等を開催

。「エコ設計」「エコ改修」「エコリビング」の普及啓発

(2)電気 自動車の展示

・内容 :電気 自動車を配備・展示 し、来館者にご覧いただいたり、環境イベン トや環

境保全活動において使用することにより、電気 自動車の普及啓発を図つた。

(3)県民エコステーションでの常設展示

・エコキッチン

・石川県 リサイクル認定製品の展示

・ ドイツ交流コーナー (ドイツ・フライブルク市との交流コーナー)

フライブルク市エコステーションの事例パネル、グッズ等紹介

。会員活動情報、イベント情報、温暖化防止啓発等のチラシ、パンフレットの掲示

*平成 26年度 県民エコステーション来所者数

5, 382人 (月 平均 :449人 )

(内 訳 )

①来館者数 4, 869人 (月 平均 406人 )

②会議室利用者数

団体数 :   52団 体 (月 平均 4団体 )

人 数 :  513人  (月 平均 43人 )

(4)移動食器洗浄車 「ピカピカ号」の貸出

・貸出回数 :11回 (延べ 27日 )

・対象イベ ン ト :学校文化祭、公民館活動、バザー、団体・行政フェア等

5 環境学習講座の開催

(1)ドイツでの環境学習講座 の開催

。開催数 :1回、参加者 :2名    _
・内 容 :ドイン・フライブルク市エコステーションとタイア ップ した現地講座開

催によるリーダー育成



(2)キ ッズ環境教室の開催

。開催数 :1回 (い しかわエ コハ ウス)

・参加人数 :21人 (小学生及び保護者 )

。内 容 :ピールアー ト体験 (環境、 自然の大切 さを学んでもらう)

(3)土曜環境サロン

環境保全を考える県民の情報交換の場づくり

。開催数 :4回
・参加者 :延べ 103人 (子 ども28人、大人 75人 )

6 環境活動の支援

(1)環境保全活動の支援助成

営利を目的としない民間団体の温暖化防止、ごみ減量化、自然環境の保全等に係

る活動に姑 して助成 した。

助成団体数 :6団体  助成額 :798, 365円
(内訳)ス ター トアップ助成 :2団体  助成額 154, 765円

ステップアップ助成 :4団体  助成額 643, 600円

(2)講師等派遣       r
県内の事業所、学校、各種団体等が行 う環境保全の講演会、エコドライブ教室、

エヨクッキング研修会等へ講師を派遣 した。

派遣回数 :53回
(内訳)学校・保育所等 24回、民間団体 23回、公民館等 4回、事業所 2回

7 里山ポイン ト事業 (い しかわ里山創成 ファン ド事業 )

県や市町、里山づ くりISO認証団体が主催する里山活動への参加者に対 し、里山

ポイン トを付与 し、そのポイン トに応 じた里山チケッ トを交付することにより、

より多 くの人々が里山保全活動へ参画す ることを促進 した。

8 い しかわ eco基 金ヽ事業

い しかわ家庭版環境 ISO登 録者 を対象に、省エネ活動等に応 じてエ コチケ ッ ト

を交付 し、エコ活動等の拡大や登録の普及拡大を図る。

エ コチケ ッ トは、事業協力店舗での買い物や森林整備活動資金への寄付 を行 うこ

とができるもので、金融機 関等の協力を得て 「い しかわ eco基 金」を造成 し、こ

の基金を原資 として事業を実施 した。



9 い しかわ 自然学校事業

(1) 事務局の設置、運営

①運営協議会の開催

。いしかわ自然学校の推進方策の検討及びプログラム実施等の調整

開 催 日 平成 27年12月 21日

対  象  実施団体及びいしかわ自然学校インス トラクター等

出 席 者  26名
②総合的な広報・ PR等

・総合パンフレットの作成及び配布

作成音Б数  12,000部
配 布 先  市町村、小中学校、公共図書館・児童館、生涯学習施設

スポーツ用品量販店、自然体験プログラム実施団体ほか

。新ホームページPRチラシ作成及び配布

イ乍成音呂数    3, 000音焉

配 布 先  石川県関係施設、自然体験プログラム実施団体ほか

。大人の自然学校パンフレット作成及び配布

イ乍成苦Б数      1, 000音 Ь

公共図書館、自然体験プログラム実施団体ほか

③活動用品の貸出

自然体験プログラムを実施するため必要となる物品の貸出

(2)実施団体及び指導者の養成

①インタープ リターセ ミナーの開催

。自然体験活動指導者相当の資格が付与できる指導者養成講座

開 催 日  10月 26日 、 11月 15日 、 11月 16日  計 3回

参 力日者  延べ 13名

内  容  習得 した知識や技術 を活か しく 自然体験プログラムの企画、

広報、実施、評価について、実践をとお して学習

②専任職員の配置

。常勤的嘱託職員の雇用

インス トラクター等の派遣に関す る業務 を中心に事業全般の企画 。調整等

(3)自 然体験プログラムづ くり支援事業の実施

・インス トラクターの派遣

自然体験学習に取 り組む地域の団体等に対 して、専門知識や取組経験を有



す る い しかわ 自然学校インス トラクターを派遣 して指導 。助言 プログラ

ムの企画か らプログラム実施までの運営方法などをア ドバイス

派遣団体   6団 体 (6市町 )

派 遣 者  11名

10 いしかわ里山創成ファン ド事業

石川県及び地元金融機関の協力を得た借入金を原資として基金を造成 し、里山里海

の新たな魅力を創造 して、人を呼び戻 し、良い循環を形成する事業等に運用益を充て

て、里山里海の地域の活性化を図ることを目的とする。

助成交付先

助成交付額

い しかわ里山づ くり推進協議会

37, 184, 934円

対象事業

(1)里 山里海の資源を活用した生業の創出    16件
(補助率 :3/4 限度額 2,000千 円)

。フイン用とヤマブ ドウの葉をブレン ドしたぶどう葉茶の商品開発 (穴水町)

。能登の特色ある原料 とコラボした変わり塩の商品開発 (珠洲市)

。いしり残澄を利用 した商品開発 (能登町)

・クロモジの蒸留水を活用 した商品開発 (白 山市)

・いけなら紫の供給体制確立と加工品開発 (津幡町)

・能登産食材による特産品開発 (能美市 )

・飲食店サイ ドの要望に応 じた米や国産中国野菜の栽培、販売

・奥能登産原料にこだわつた商品開発 (輪島市 )

・加工品 「あわびたこ」の商品開発 (輪島市)

・サルナシの栽培技術確立のほか果実を使った加工品開発 (輪島市)

・菜種油と能登の食材を使つた商品開発 (能登町)

・規格外品を活用 した商品開発 (加賀市 )

・加賀野菜おやきシリーズの商品開発 (金沢市)

。自然栽培認証制度創設と多様なニーズ、販売チャンネルに対応できる体制整備 (羽 咋市)

・農業法人、酒造、大学生のコラボによる若者向け日本酒の需要開才石 (志賀町)

。これまでのノウハウを活かし、能登島の食材を使つた弁当による地域の活性化 (七尾市)

(2)里 山里海地域の振興     2件
①地域を元気にするイベ ン ト支援

(1年 目)補助率 :3/4限度額 1,500千円

(2.3年 目)補助率 :3/4限度額 1,500千 円

・宝達山における各種イベントの開催と保全のための担い手づくり (宝達志水町 )



②景観の創造       1件
(計画策定)補 助率 :定額

(整備事業)補 助率 :定額

・里山里海景観の整備 (珠洲市 )

限度額 200千 円

限度額 2,000千 円 (最長 3年 )




